　　　　　学級活動指導案　　　　　　　　　　　　小学校中学年③
ねらい：誰に対してもやさしく接すると、みんなも自分も楽しく暮らすことができることを理解する。

	ねらい
	学習活動
	留意点など

	・「たじみ子どもの権利の日」について知り、本時の活動の意味を理解する。

・絵本の主人公について考える活動を通して、みんなとなかよくすることのよさに気付く。
・本時のふり返りをする。


	· １１月２０日が「たじみ子どもの権利の日」であることを伝える。

・権利という言葉は難しいね。でも、それはみんなが楽しく、安心して暮らすためにもっている大切なものです。

・権利の日には、皆さんにこんな言葉を覚えてほしいと思います。

・みんなの住んでいる多治見市の「たじみ」にはこんな意味もあるんだね。

・今日は、多治見のみんなとなかよくするための勉強をします。

１　絵本「にじいろのさかな」の読み聞かせをする。

・ここに「にじいろのさかな」という本があります。にじうおさんは“かがやくうろこ”をどうするのかな？と考えながら聞いてね。

２　にじうおが、かがやくうろこをあげればあげるほどうれしくなったのは、どうしてでしょう。
３　にじうおさんになって、かがやくうろこをお友だちにあげてみよう。
　　○小さな青いさかな役
「にじうお、たのむからおこらないでね。ちっちゃなうろこを１まいだけでいいんだ。ぼくにくれないかな？」

○にじうお役

　「どうしようかな・・・いいよ。１まいだけなら。」

　　　「みんなといっしょにいるとうれしいな。」
　　　「ひとりぼっちじゃないから　たのしい。」
４　にじうおがうろこをあげればあげるほどうれしくなったわけについて、自分の考えを書き、発表する。
　　・大切なものはなくなったけど、なんかうれしいな。
　　・お友だちができてうれしくなった。
　　・しあわせなきもちになった。
５　にじうおのように、友だちとなかよくできたことがありますか？
　　・忘れ物をした友だちに、自分からかしてあげたとき。
　　・「だいじょうぶ？」と声をかけたとき。
６　本時の感想を書く。
　　・友だちが喜んでくれるとうれしいので、やさしくしたいと思いました。

　　・友だちにやさしくすると、みんなが笑顔になって楽しいと思いました。
	・権利という言葉の意味については深く立ち入らない。

・ゆっくりとよく分かるように読む。

・２人１組になる。１人は小さな青いさかな役、１人はにじうおさん役。交代し、どちらの役も体験できるようにする。




学習プリント　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　）
	１，にじうおが、みんなにうろこをあげれば　あげるほど
　　うれしくなったのはどうしてでしょう？

２，感想を書きましょう。


	

	

	

	

	

	


＊資料

◎絵本について　題名「にじいろのさかな」

　　　　　　　作・絵　マーカス・フィスター　　訳　谷川俊太郎
　　　　　　　出版社　講談社　定価（本体１８００円＋税）

◎あらすじ　　青く深い遠くの海に、虹のように美しい鱗を身につけた魚が住んでいた。名前は、にじうお。ある日、小さな青い魚が鱗を一枚分けてくれるように頼んだ。にじうおは、「とっととあっちいへいけ。」と言い、鱗をあげなかった。小さな青い魚は、みんなにそのことを話した。それから、誰一人にじうおとかかり合おうとはしなくなった。にじうおは、海中で一番寂しいひとりぼっちの魚になってしまった。

にじうおは、悩みをタコに打ち明けた。悩んだ末に、にじうおは鱗を一枚青いさかなに分けてあげた。青い魚は大喜びで、水の中を泳いでまわった。他の魚にも次から次へと鱗を分けた。にじうおは、うろこをあげればあげるほど、うれしくなり、他の魚と一緒にいるのがすっかり楽しくなった。とうとうかがやくうろこは一枚になってしまったけれど、にじうおは、とても幸せな気もちになったというお話。
� eq \o\ac(○,た)�は、たのしくくらす


� eq \o\ac(○,じ)�は、じぶんをたいせつにする


� eq \o\ac(○,み)�は、みんなとなかよくする











